
 

 

 

 

令和４年度 保護者アンケート集計結果 

今年度もコロナ禍において制約がありましたが、学校教育目標｢自ら学び心豊かにたくましく生きる東

の子の育成～笑顔いっぱいの学校をめざして～｣の実現に向け、工夫しながら教育活動を行ってきました。

活動を振り返り、子供たちにとってよりよい学校生活にしていくために今後も日々努めていきます。 

学校生活アンケートの実施にあたり、保護者の皆様には、アンケートにご協力いただきありがとうご

ざいました。各項目４点満点で平均値を下表にまとめました。 

（４ とてもそう思う  ３ だいたいそう思う  ２ あまりそう思わない １ ほとんどそう思わない） 

 

No 調査内容 No 調査内容 

Ｑ１ 
楽しく学校に通っていますか。 

平均３．６点 
Ｑ８ 

友達にやさしく接していますか。 

平均３．３点  

Ｑ２ 
クラスの友だちと仲良く学校生活を送っている

と思いますか。      平均３．５点 
Ｑ９ 

身の回りの整理整頓をしていますか。 

平均２．５点 

Ｑ３ 
たくましく体力づくりに取り組んでいますか。 

平均２．８点 
Ｑ１０ 

学校での勉強や生活の様子を家庭でよく話

しますか。       平均２．８点  

Ｑ４ 
授業を理解していると思いますか。 

平均２．９点  
Ｑ１１ 

家庭学習に進んで取り組んでいますか。 

平均２．７点   

Ｑ５ 
授業中、積極的に自分の考えを表現している

と思いますか。       平均２．８点  
Ｑ１２ 

家庭や地域で思いやりのある言葉使いや行

動をしていますか。       平均２．９点  

Ｑ６ 
しっかり挨拶することができますか。 

平均３．０点  
Ｑ１３ 

交通安全や不審者への対応など、安全に気

をつけて生活していますか。   平均３．３点 

Ｑ７ 
みんなで使うものを大切にしていますか。 

平均３．２点 
  

 

今年度も学習面では、様々な思考の場面を含めた「表現力」を身に付けることを重点目標の一つとして

取り組みました。昨年度と比べ、平均値は 0.1 ポイント上がっていました。感染拡大防止対策により、

グループでの話合いなどはできませんでしたが、ギガタブを使用しての交流などを取り入れることで、

自分の考えを表現できる場を増やしています。今後も、発表や話合いの形態を工夫しつつ、ノートの記述

や新聞づくり等、文章で表現する力も伸ばしながら、個々の「表現力」の向上を目指していきます。 

体力づくり、身の回りの整理整頓、家庭学習の取り組みについては、継続的な重点目標です。特にコロ

ナ禍における体力の低下は心配です。学校でも、休み時間の外遊びの励行、体育の時間の内容の充実な

ど、児童の体力の向上に努めてまいります。整理整頓や家庭学習に対しても、児童一人一人の意識を変え

ていけるような指導や活動をさらに進めていきます。 
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令和４年度  児童・職員アンケート集計結果 

No      調査内容   平均値児童（教職員） No     調査内容    平均値児童（教職員） 

Ｑ１ 
学校が好きですか。 

平均３．３点(３．５点) 
Ｑ８ 

友だちにやさしくしていますか。 

平均３．６点(３．２点) 

Ｑ２ 
クラスのみんなとなかよく生活していますか。 

平均３．６点(３．５点) 
Ｑ９ 

しっかりそうじをしていますか。 

平均３．６点(２．８点) 

Ｑ３ 
なにか体力づくりをしていますか。 

平均３．０点(２．４点) 
Ｑ１０ 

先生の話を聞いていますか。 

平均３．６点（３．３点） 

Ｑ４ 
学校の勉強はわかりますか。 

平均３．５点（３．２点） 
Ｑ１１ 

家で、進んで学習をしていますか。 

平均３．１点（２．５点） 

Ｑ５ 
授業中、自分の考えを表現していますか。 

平均３．０点(２．７点) 
Ｑ１２ 

先生はあなたのがんばりをみとめてくれます

か。（適切に評価） 

平均３．４点（３．０点） 

Ｑ６ 
自分からあいさつをしていますか。 

平均３．３点(２．６点) 
Ｑ１３ 

先生はあなたの話をよく聞いてくれますか。 

平均３．６点（３．１点） 

Ｑ７ 
みんなで使うものを大切にしていますか。 

平均３．８点(３．０点) 
  

 

児童の集計結果においてはどの項目も３ポイント以上となり、概ね良好です。どの項目に対しても概

ね前向きに頑張って取り組んでいると言えますが、Q3 体力づくり、Q５自分の考えの表現、Q１１家庭

学習において、「あまりそう思わない」「そう思わない」という回答の割合が大きく、努力が必要であると

考えている児童が多いとわかります。この３項目においては、児童・職員・保護者とも低いポイントであ

ることが一致しています。職員の評価においては、全体的に見てもう少しできるようにしたいと思って

いる項目について、児童よりも低いポイントとなっています。「あいさつ」「清掃」「家庭学習」「体力づく

り」については、児童の意識を高めていくために、指導の仕方を工夫していきます。また、Q５において

は、自分の考えを表現する力を伸ばすため、前述のとおり、今後も重点目標の一つとして取り組み、改善

を図っていきます。 

今後も、児童全員が自信をもって４点をつけられるような「笑顔いっぱいの学校」づくりに邁進してい

きます。今回の結果を真摯に受け止め、これからも児童一人一人を意識し、個々への声かけなどの支援を

積極的に行っていきます。 

これからも保護者の皆様にご理解とご協力をいただきながら努力していきたいと思います。アンケー

トへのご協力、誠にありがとうございました。 


